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は
じ
め
に

「
風
雅
の
誠
」
は
蕉
風
俳
諧
の
根
本
精
神
で
あ
り
、
そ
の
意
味
を
解
明

す
る
こ
と
は
、
芭
蕉
の
作
品
と
蕉
風
の
展
開
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な

意
義
を
有
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
理
念
の
主
眼
で
あ
る
「
誠
」
の
意

味
は
や
や
難
解
で
あ
り
、
諸
家
の
意
見
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、

「
誠
」
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
宋
学
や
禅
に
そ
の
源
を
発
し
て
い
る
と
い

う
説
が
有
力
で
あ
り
、
老
荘
思
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
詳
論
す
る
研
究

は
少
な
い
。

一
方
、
老
荘
思
想
が
芭
蕉
の
思
想
及
び
蕉
風
の
展
開
・
変
革
に
影
響

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
諸
先
学
の
共
通
認
識
で
あ
る

（
注
１
）。

広
田
二
郎
氏
に

よ
る
と
、
芭
蕉
は
延
宝
七
年
（
一
六
八
〇
・
三
十
六
歳
）
の
後
半
ご
ろ

か
ら
、
俳
諧
寓
言
説
を
超
克
し
、
俳
諧
の
真
髄
を
探
求
す
る
た
め
に
、

門
人
た
ち
と
と
も
に
清
原
宣
賢
の
『
荘
子
抄
』
ひ
い
て
は
『
荘
子
』『
老

子
』『
列
子
』
な
ど
を
読
ん
だ
と
い
う

（
注
２
）。
と
は
い
え
、
芭
蕉
と
老
荘
思
想

と
の
関
係
を
論
じ
た
先
行
研
究
の
多
く
は
、
芭
蕉
の
作
品
と
書
簡
に
注

目
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
門
人
た
ち
が
集
め
た
芭
蕉
の
俳
論
と
老
荘

思
想
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多

い
。そ

こ
で
、
本
稿
は
、
諸
先
学
の
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
私
意
」「
機
心
」

と
い
う
概
念
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、「
誠
」
の
理
念
の
意
味
と
典
拠
を

考
察
し
、「
誠
」
と
老
荘
思
想
、
及
び
そ
の
注
釈
書
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』

（
以
下
林
注
）
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

陳

　

笑

薇

松
尾
芭
蕉
の
「
誠
」
に
つ
い
て

―
林
注
『
荘
子
』
の
「
私
意
」「
機
心
」
を
軸
と
し
て
―
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一
　「
誠
」
の
意
味
と
典
拠

芭
蕉
の
弟
子
服
部
土
芳
が
著
し
た
俳
論
書
『
三
冊
子
』
に
は
、「
誠
」

に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

夫
、
俳
諧
と
い
ふ
事
は
じ
ま
り
て
、
代
々
利
口
の
み
に
た
は
む
れ
、

先
達
終
に
誠
を
し
ら
ず
。（
中
略
）
し
か
る
に
、
亡
師
芭
蕉
翁
、
こ

の
道
に
出
で
て
三
十
余
年
、
俳
諧
初
て
実4

を
得
た
り
。
師
の
俳
諧

は
、
名
は
昔
の
名
に
し
て
、
昔
の
俳
諧
に
あ
ら
ず
、
誠
の
俳
諧

4

4

4

4

也
。

（
中
略
）
昔
よ
り
詩
歌
に
名
あ
る
人
多
し
。
み
な
そ
の
誠
よ
り
出
で

て
誠
を
た
ど
る
な
り
。
わ
が
師
は
誠
な
き
も
の
に
誠
を
備
へ
、
永

く
世
の
先
達
と
な
る
。（
白
雙
紙

（
注
３
））

俳
諧
は
、
も
と
も
と
「
た
は
ぶ
れ
」「
ざ
れ
」
と
い
う
滑
稽
を
本
質
と

す
る
言
語
の
遊
び
で
あ
る
。
今
ま
で
の
俳
人
た
ち
は
、
た
だ
言
葉
遣
い

の
巧
み
だ
け
を
面
白
が
っ
て
、「
誠
」
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。

芭
蕉
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
、
俳
諧
は
「
誠
」
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
土
芳
は
言
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
誠
」
の
理
念
を
導
入
し
て
こ

そ
、
芭
蕉
は
俳
諧
の
遊
戯
性
や
、
卑
俗
性
を
一
変
さ
せ
、
文
芸
的
な
地

位
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、「
誠
」
は
、
俳
諧
の
革
新
と
蕉

風
俳
諧
の
成
立
に
極
め
て
重
要
な
理
念
で
あ
る
。

で
は
、
芭
蕉
の
「
誠
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、「
誠
」
の
典
拠
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

従
来
、「
誠
」
の
意
味
と
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
、
先
学
た
ち
は
さ
ま
ざ

ま
な
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
ま
ず
、「
誠
」
と
儒
学
の
関
連
性
を
主
張
す

る
説
は
注
目
に
値
す
る
。
た
と
え
ば
、
赤
羽
学
氏
は
、『
中
庸
』
の
「
誠

者
天
之
道
也
。
誠
レ
之
者
人
之
道
也
」（
誠
は
天
の
道
な
り
。
之
を
誠
に

す
る
は
人
の
道
な
り
）
は
、
芭
蕉
の
「
誠
」
の
理
念
の
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
い
る

（
注
４
）。
ま
た
、
上
野
洋
三
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。『
太
極

図
説
』
に
よ
る
と
、「
誠
」
は
万
物
の
存
在
の
根
拠
で
あ
り
、
人
間
の
五

性
、
七
情
は
こ
の
「
誠
」
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
芭
蕉
の
「
誠
」

は
、
こ
の
『
太
極
図
説
』
か
ら
示
唆
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
と
い
う

（
注
５
）。

ほ
か
に
、
堀
切
実
氏
も
、「「
風
雅
の
ま
こ
と
」「
不
易
流
行
」
と
も
、『
太

極
図
説
』
に
基
づ
く
宋
学
的
世
界
観
に
発
し
て
い
る

（
注
６
）」

と
主
張
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
「
誠
」
の
典
拠
を
儒
学
に
求
め
る
説
は
、
有
力
な
説

と
見
ら
れ
て
き
た
。

儒
学
の
ほ
か
に
、「
誠
」
と
老
荘
思
想
、
特
に
『
荘
子
』
と
の
関
係
を

論
じ
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
堀
信
夫
氏
は
『
笈
の
小
文
』
に
言

及
さ
れ
た
「
ま
こ
と
」
に
対
し
て
、「
一
切
の
相
対
的
知
見
を
排
し
、
至

大
至
誠
の
真
実
在
に
迫
ろ
う
と
す
る
『
荘
子
』
の
思
想
は
、
こ
の
よ
う

な
人
生
観
・
世
界
観
・
認
識
論
を
芭
蕉
に
示
唆
し
て
い
た
」
と
、
芭
蕉

の
「
誠
」
に
み
る
『
荘
子
』
の
影
響
を
提
示
す
る

（
注
７
）。

な
お
、
思
想
の
融
合
と
い
う
視
点
で
「
誠
」
を
見
る
研
究
も
注
目
す
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氏
、
白
石
悌
三
氏
の
意
見
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
芭
蕉
が
ど

の
よ
う
に
林
注
を
受
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
ま
だ
言
い
残
さ
れ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
私
意
」
と
い
う
概
念
を
手
掛
か
り
と
し
て
、「
誠
」

の
意
味
と
典
拠
を
再
考
し
、
芭
蕉
と
林
注
の
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

二
　
芭
蕉
の
「
私
意
」
に
つ
い
て

『
三
冊
子
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
「
松
の
事
は
松
に
習
へ
、
竹
の
事
は
竹
に
習
へ
」
と
師
の
詞
あ
り

し
も
、
私
意

4

4

を
は
な
れ
よ
と
い
ふ
事
な
り
。
こ
の
習
へ
と
い
ふ
所

を
己
が
ま
ま
に
と
り
て
、
終
に
習
は
ざ
る
な
り
。

　

習
へ
と
い
ふ
は
、
物
に
入
り
て
、
そ
の
微
の
顕
れ
て
情
感
ず
る

や
、
句
と
成
る
所
な
り
。
た
と
へ
物
あ
ら
は
に
い
ひ
出
で
て
も
、

そ
の
物
よ
り
自
然
に
出
づ
る
情
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
物
と
我
二
つ
に

な
り
て
、
そ
の
情
誠
に
至
ら
ず
。
私
意

4

4

の
な
す
作
意
な
り
。（
赤
雙

紙
（
（注

（
注

）

芭
蕉
の
作
品
や
書
簡
に
は
「
誠
」
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
の
で
、

そ
れ
を
考
察
す
る
際
に
は
、
芭
蕉
が
生
き
て
い
る
間
の
言
説
を
き
ち
ん

と
整
理
し
て
書
き
上
げ
た
服
部
土
芳
の
『
三
冊
子
』
は
、
信
憑
性
の
高

い
資
料
で
あ
る
。
こ
の
引
用
文
の
意
味
は
大
体
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
野
々
村
勝
英
氏
は
、
江
戸
時
代
に
お

け
る
宋
学
と
老
荘
の
融
合
を
強
調
し
、
芭
蕉
と
林
注
の
関
連
性
を
主
張

し
て
い
る

（
注
８
）。

ま
た
、
小
西
甚
一
氏
は
、「
誠
」
が
宋
学
の
通
俗
啓
蒙
書

か
、
ま
た
は
毛
利
貞
斎
の
『
荘
子
鬳
斎
口
義
大
成
俚
諺
鈔
』（
以
下
『
俚

諺
鈔
』）
に
類
す
る
『
荘
子
』
の
国
字
解
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と

指
摘
し
て
い
る

（
注
９
）。
白
石
悌
三
氏
は
小
西
氏
の
考
え
を
受
け
て
、
芭
蕉
は

「
林
注
『
荘
子
』
に
媒
介
さ
れ
な
が
ら
、
時
代
の
思
想
の
大
枠
の
中
で
詩

歌
の
〈
ま
こ
と
〉
論
と
同
様
の
認
識
に
達
し
て
い
た
」
と
、「
誠
」
の
形

成
に
み
る
、
林
注
の
媒
介
と
し
て
の
役
割
を
指
摘
し
て
い
る（

（注

（
注

。

私
見
で
は
、
芭
蕉
の
経
歴
や
知
的
基
盤
か
ら
見
れ
ば
、「
誠
」
は
、
単

純
に
い
ず
れ
か
の
思
想
に
よ
っ
て
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か

の
思
想
の
影
響
の
も
と
で
成
立
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究

の
な
か
で
、「
誠
」
の
原
型
が
宋
学
に
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
確
か
に

も
っ
と
も
な
も
の
で
あ
る
が
、
老
荘
思
想
の
影
響
も
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
老
荘
の
影
響
を
指
摘
し
た
先
学
の
意

見
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
、
か
つ
具
に
分
析
す
る
余
地
が
あ
る
と
思

う
。
た
と
え
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
西
甚
一
氏
は
、
芭
蕉
の
歿
後

に
刊
行
さ
れ
た
『
俚
諺
鈔
』
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
、「
誠
」
の
意
味
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
が
、『
俚
諺
鈔
』
を
使
用
し
な
く
て
も
、
芭
蕉

が
読
ん
だ
可
能
性
の
あ
る
林
注
か
ら
導
い
た
も
の
も
多
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
芭
蕉
に
お
け
る
林
注
の
影
響
を
主
張
す
る
野
々
村
勝
英
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俳
諧
の
素
材
で
あ
る
自
然
（
松
、
竹
な
ど
）
を
観
察
す
る
時
は
、「
私

意
」
を
差
し
は
さ
ま
ず
、
た
だ
目
の
前
の
自
然
物
に
投
入
し
、
そ
の
微

細
な
特
質
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
感
情
の
動
き
を
、
心
で
も
っ
て
感
じ

る
と
い
う
。「
松
の
事
は
松
に
習
へ
」
と
い
う
時
の
「
習
ふ
」
は
つ
ま

り
、
対
象
の
観
察
か
ら
句
の
完
成
ま
で
の
過
程
で
あ
る
。
こ
の
過
程
に

お
い
て
、「
私
意
」
を
使
わ
な
い
こ
と
が
要
諦
で
あ
り
、
で
な
け
れ
ば
、

「
物
我
」
合
一
の
状
態
に
達
せ
ず
、
句
に
「
誠
」
が
備
わ
ら
な
い
、
と
い

う
の
が
土
芳
の
考
え
で
あ
る（

（注

（
注

。

就
中
、「
私
意
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
よ
う
。『
三
冊
子
』
で
は
、

右
の
「
私
意
を
は
な
れ
よ
」
の
ほ
か
に
、「
内
を
つ
ね
に
勉
め
ざ
る
も
の

は
、
成
ら
ざ
る
故
に
、
私
意
に
か
け
て
す
る
な
り
」（
赤
雙
紙（

（注

（
注

）、「
工
夫

し
て
私
意
を
破
る
道
あ
る
べ
し
」（
わ
す
れ
み
づ（

（注

（
注

）
な
ど
、「
私
意
」
の

克
服
が
し
き
り
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
私
意
」
を
去
っ
て
は
じ
め
て
、

俳
諧
の
「
誠
」
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
私
意
」
の
意
味
や
出
典
を
追

究
す
る
こ
と
は
、「
誠
」
の
理
念
を
把
握
す
る
た
め
の
要
だ
と
い
え
る
。

で
は
、
先
行
研
究
は
ど
の
よ
う
に
「
私
意
」
を
論
じ
た
の
か
と
い
う

と
、
小
西
甚
一
氏
は
、
毛
利
貞
斎
の
『
俚
諺
鈔
』
を
詳
し
く
分
析
し
、

芭
蕉
は
「
宋
学
の
通
俗
啓
蒙
書
か
ら
「
私
意
を
離
れ
よ
」
と
い
う
表
現

を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
も
、
貞
斎
の
『
俚
諺
鈔
』

に
類
す
る
『
荘
子
』
の
国
字
解
―
そ
の
な
か
に
宋
儒
の
説
を
援
用
し

た
―
か
ら
考
え
つ
い
た
と
推
定
す
る
方
が
、
事
実
に
近
い
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
氏
は
ま
た
、
芭
蕉
の
「
私
意
」
に
み
る
「
物
我
対
立
」
と

『
俚
諺
鈔
』
の
関
連
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る（

（注

（
注

。

「
私
意
」
と
『
荘
子
』
の
国
字
解
と
の
か
か
わ
り
を
主
張
す
る
小
西
氏

の
指
摘
は
、
首
肯
す
べ
き
点
が
多
い
。
と
は
い
え
、『
俚
諺
鈔
』
の
刊
行

は
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
で
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
亡
く

な
っ
た
芭
蕉
は
、
本
書
を
読
ん
だ
は
ず
が
な
い
。
小
西
氏
は
も
ち
ろ
ん

こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
『
荘
子
』
国
字
解
の
一
例

と
し
て
本
書
を
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
が（

（注

（
注

、
芭
蕉
に
お
け
る
「
私
意
」
の

典
拠
を
考
え
る
際
に
は
、『
俚
諺
鈔
』
は
最
適
な
資
料
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
芭
蕉
が
生
き
て
い
る
間
に
出
版
さ
れ
た
『
荘
子
』
の
国

字
解
、
た
と
え
ば
、『
荘
子
鈔（

（注

（
注

』（
正
保
二
年
〈
一
六
四
五
〉
刊
）
と
『
荘

子
口
義
桟
航（

（注

（
注

』（
延
宝
九
年
〈
一
六
八
一
〉
刊
）
の
な
か
に
は
、「
私
意
」

と
い
う
表
現
は
一
回
し
か
出
て
こ
ず
、
し
か
も
そ
れ
は
林
注
を
踏
襲
し

た
も
の
で
あ
る（

（注

（
注

。

で
は
、「
私
意
」
の
典
拠
を
追
究
す
る
際
に
、
最
適
な
資
料
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、『
俚
諺
鈔
』
の
も
と
に
な
っ
た
林
注
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
芭
蕉
が
林
注
を
通
し
て
『
荘
子
』
を
読
ん

だ
可
能
性
は
極
め
て
高
い
こ
と
で
あ
り（

（注

（
注

、
も
う
一
つ
は
、
以
下
に
論
じ

る
よ
う
に
、
林
希
逸
は
『
荘
子
』
を
解
釈
す
る
時
、「
私
意
」
と
い
う
言

葉
を
何
度
か
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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三
　「
私
意
」
と
林
注

林
希
逸
（
一
一
九
三
～
？
）
は
南
宋
の
儒
学
者
で
、
鬳
斎
は
そ
の
号

で
あ
る
。『
老
子
鬳
斎
口
義
』『
列
子
鬳
斎
口
義
』『
荘
子
鬳
斎
口
義
』『
易

講
』
な
ど
を
著
し
、
儒
・
仏
・
道
三
教
一
致
の
立
場
に
立
ち
、
儒
仏
の

思
想
を
借
り
て
老
荘
の
解
釈
を
行
っ
て
い
た（

（注

（
注

。
林
注
『
荘
子
』（
一
二
五

八
年
成
立（

（注

（
注

）
に
つ
い
て
は
、
王
廸
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
日
本
最
初
の
刊

本
は
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
禅
寺
或
い
は
仏
僧
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た

五
山
版
で
、
刊
行
時
期
は
一
三
九
二
年
以
前
と
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
そ
し
て
、

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
風
月
宗
知
に
よ
っ
て
附
訓
点
整
版
本
も
刊

行
さ
れ
た
。
林
注
『
荘
子
』
は
近
世
前
半
に
広
く
読
ま
れ
て
い
て
、
俳

諧
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る（

（注

（
注

。
こ
の
注
釈
書
に
は
「
私

意
」
と
い
う
言
葉
が
何
度
か
現
れ
て
お
り
、
芭
蕉
の
そ
れ
と
意
味
的
に

重
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
芭
蕉
の
俳
論
と
林
注
を

対
照
し
な
が
ら
、「
私
意
」
と
「
誠
」
の
意
味
を
考
え
て
い
き
た
い
。

『
荘
子
』
漁
父
篇
に
、
漁
夫
が
孔
子
に
対
し
て
言
っ
た
言
葉
と
し
て
、

謹
み
て
而な

ん
ぢの

身
を
修
め
、
慎
み
て
其
の
真
を
守
り
、
還
し
て
物
を

以
て
人
に
与
ふ
れ
ば
、
則
ち
累
は
さ
る
る
所
無
し
。

と
あ
り
、
林
希
逸
は
、

毀
誉
は
私
意

4

4

よ
り
出
て
、
姦
を
為
す
る
の
み
。（
中
略
）
若
し
其
の

身
を
修
め
て
、
其
の
本
真
自
然
の
道
を
守
り
て
、
物
我
の
対
無
く

ば
、
則
ち
累
ふ
所
無
ら
ん
。
還
し
て
物
を
以
て
人
に
与
ふ
と
は
、

言
ば
外
物
を
以
て
之
を
人
に
還
し
て
、
之
自
然
に
一
に
帰
せ
ば
、

則
ち
物
我
対
立
せ
じ（

（注

（
注

。

と
の
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
一
節
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
傷
と
名
誉
は
み
な
「
私
意
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
悪
事
を

す
る
だ
け
で
あ
る
。
お
前
（
孔
子
）
は
身
を
修
養
し
、
心
の
な
か
の
真

実
と
自
然
の
道
を
守
れ
ば
、
外
物
と
自
分
自
身
と
の
対
立
は
消
え
て
お

り
、
煩
い
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。『
荘
子
』
の
「
還
し
て
物
を
以
て
人
に

与
ふ
」
と
は
、
名
誉
な
ど
の
外
物
を
人
に
返
却
し
て
、
自
ら
自
然
に
帰

一
す
る
こ
と
で
、
そ
う
す
れ
ば
、
物
と
我
は
対
立
し
な
く
な
る
の
だ
ろ

う
と
、
林
希
逸
は
言
っ
て
い
る（

（注

（
注

。

つ
ま
り
、「
私
意
」
を
排
除
し
て
は
じ
め
て
、
人
間
の
本
性
が
守
ら
れ

て
、
人
間
と
自
然
と
の
融
合
が
実
現
し
、
物
と
我
の
間
の
対
立
も
消
え

る
の
だ
と
い
う
。

芭
蕉
の
「
私
意
」
が
、
老
荘
思
想
及
び
林
注
の
影
響
を
受
け
た
可
能

性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
上
記
引
用
文
の
ほ
か
に
も
、
林
注
に
は
「
私

意
を
決
去
し
て
偏
に
主
と
す
る
所
な
し
」（
天
下
篇
注
）、「
今
世
の
人
、

天
を
知
ら
ず
、
私
意
を
以
て
自
争
ふ
」（
列
御
寇
篇
注
）
な
ど
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
、

古い
に
し
へ

の
人
、
其
の
知
に
至
る
所
有
り
。
悪い
づ
くに

か
至
る
。
以
て
未
だ
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始
め
よ
り
物
有
ら
ず
と
為
す
者
有
り
。
至
れ
り
、
尽
く
せ
り
。
以

て
加
ふ
可
か
ら
ず
。
其
の
次
は
以
て
物
有
れ
ど
も
未
だ
始
め
よ
り

封
有
ら
ず
と
為
す
。
其
の
次
は
以
て
封
有
れ
ど
も
未
だ
始
め
よ
り

是
非
有
ら
ず
と
為
す
。

と
い
う
物
我
の
対
立
を
論
じ
る
一
節
が
あ
る
。
荘
子
は
人
間
の
知
恵
を

三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
い
る
。
一
番
知
恵
の
あ
る
人
は
、
物
が
な
い

と
考
え
、
次
に
知
恵
の
あ
る
人
は
、
物
が
あ
る
に
し
て
も
、
区
別
（「
封
」）

が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
人
は
、
物
に
区
別
が
あ
る
が
、

是
非
な
ど
は
な
い
よ
う
に
思
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
一
節
の
注
釈
と

し
て
、
林
希
逸
は
、

一
念
起
ら
ざ
れ
ば
、
便と

り
も

是
な
お
さ
ず

未
だ
始
め
よ
り
物
有
ら
ざ
る
時
な

り
。
此
の
念
既
に
起
れ
ば
、
便
是
物
有
り
。
此
の
念
に
よ
り
て
、

し
か
る
後
に
物
我
有
り
、
便
是
封
有
る
な
り
。
物
我
に
よ
り
て
好

悪
喜
怒
哀
楽
有
り
、
便
是
是
非
有
る
な
り
。

と
書
い
て
い
る
。
林
氏
の
考
え
を
簡
単
な
図
で
示
す
と
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

人
間　
　

―　
　

物

　
　
　

 

（
私
意
）

人
間
と
物
の
間
に
は
、
も
と
も
と
何
の
区
別
も
な
く
、「
物
」
と
い
う

概
念
も
な
か
っ
た
。
人
間
に
「
一
念
」
が
起
こ
っ
て
、
物
を
定
義
し
た

り
、
区
別
し
た
り
し
よ
う
と
し
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、「
物
」
が
生
ま

れ
、「
物
」
と
「
我
」
の
間
に
区
別
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、

人
間
に
好
き
嫌
い
、
喜
怒
哀
楽
、
是
非
な
ど
の
感
情
も
生
じ
て
く
る
の

だ
と
い
う
。
こ
こ
の
「
一
念
」
は
先
に
示
し
た
「
私
意
」
と
同
様
の
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。「
一
念
」、
つ
ま
り
「
私
意
」
に
よ
っ
て
「
封
」

―
境
界
線
が
生
ま
れ
て
、
も
と
も
と
区
別
の
な
い
物
と
我
は
、
隔
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
前
掲
『
三
冊
子
』「
赤
雙
紙
」
に

は
、「
そ
の
物
よ
り
自
然
に
出
づ
る
情
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
物
と
我
二
つ
に

な
り
て
、
そ
の
情
誠
に
至
ら
ず
。
私
意
の
な
す
作
意
な
り
」
と
あ
る
が
、

私
意
の
せ
い
で
物
と
我
は
二
つ
に
な
る
と
い
う
考
え
は
、
ま
さ
に
『
荘

子
』
の
斉
物
論
及
び
林
注
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、「
物
と
我
二
つ
に
な
り
」
に
つ
い
て
、
芭
蕉
の
元
禄
四
年
（
一

六
九
一
）
二
月
二
十
二
日
の
支
幽
・
虚
水
宛
の
書
簡
に
も
似
た
よ
う
な

言
い
方
が
見
ら
れ
る
。

高
氏
、
南
花
斉
物

4

4

4

4

半
ば
の
由
、
こ
れ
ま
た
幸
ひ
の
義
（
に
）
御
座

候
間
、
御
勤
め
な
さ
れ
御
修
行
な
さ
る
べ
く
候
。
世
道
・
俳
道
、

こ
れ
ま
た
斉
物
に
し
て
二
つ
な
き
処
に
て
御
座
候
。

高
氏
は
高
橋
喜
兵
衛
、
即
ち
怒
誰
を
さ
す
。
芭
蕉
の
当
時
は
、
膳
所

藩
に
怒
誰
を
中
心
に
『
荘
子
』
を
読
む
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
と
い
う（

（注

（
注

。

傍
点
部
の
「
南
華
斉
物
」
は
『
荘
子
』
の
斉
物
論
を
指
し
、
ま
た
、
傍
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線
部
の
世
間
の
勤
め
と
俳
諧
の
道
が
「
斉
物
に
し
て
二
つ
な
き
処
」
に

あ
る
と
い
う
一
文
は
、
明
ら
か
に
荘
子
の
斉
物
論
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。

『
荘
子
』
天
下
篇
に
、「
決
然
と
し
て
主
無
く
、
物
に
趣
き
て
両ふ

た

つ
に
せ

ず
、（
中
略
）
万
物
を
斉
し
く
す
る
を
以
て
首
と
為
す
」
と
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
林
氏
は
「
私
意
を
決
去
し
て
偏
に
主
と
す
る
所
な
し
」
と

の
注
を
施
し
た
（
注
四
四
参
照
）。
そ
し
て
、「
赤
雙
紙
」
の
「
物
と
我

二
つ
に
な
り
」
は
、
前
掲
書
簡
の
「
二
つ
な
き
処
」
と
同
じ
よ
う
に
、

そ
の
背
景
に
荘
子
の
斉
物
思
想
が
働
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

「
斉
物
」
は
簡
単
に
い
え
ば
、
物
を
斉
し
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
世
間

の
物
は
と
か
く
是
非
・
貴
賤
・
優
劣
・
善
悪
な
ど
と
い
う
差
別
の
も
と

に
置
か
れ
る
が
、
道
家
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
物
が
同
じ
で

あ
る
。
荘
子
は
偏
見
や
先
入
観
を
打
破
し
、
世
間
の
物
を
そ
の
本
来
の

姿
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
心
斎
」「
坐
忘
」「
物
化（

（注

（
注

」
な
ど

の
方
法
に
よ
っ
て
、
外
物
と
心
の
間
の
対
立
を
解
消
し
て
物
我
の
融
合

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。

故
に
是
が
為た

め

に
莛て
い

と
楹え
い

と
、
厲ら
い

と
西せ
い

施し

と
、
恢く
わ
い

恑き

と
憰け

つ

怪く
わ
い

と
を

挙
ぐ
れ
ば
、
道み

ち

と
し
て
通
じ
て
一い

ち

た
り
。（
斉
物
論
篇
）

傍
線
部
の
「
道
と
し
て
通
じ
て
一
た
り
」
は
ま
さ
に
斉
物
論
篇
の
思

想
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
林
希
逸
は
、

道
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
則
ち
横
直
は
、
各
其
の
用
に
当
り
、
美

悪
は
、
各
其
の
質
を
全
す
、
皆
通
じ
て
一
と
為
す
べ
し
。
言
ば
皆

之
を
造
物
に
帰
す
る
也
。

と
説
明
し
て
い
る
。
林
注
に
よ
る
と
、「
道
」
と
い
う
考
え
か
ら
す
れ

ば
、
美
し
い
も
の
に
せ
よ
、
醜
い
も
の
に
せ
よ
、
世
間
の
万
物
は
い
ず

れ
も
そ
れ
な
り
の
役
割
を
持
ち
、
通
じ
て
い
て
、
造
物
即
ち
自
然
に
帰

一
す
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
一
念
」
が
起
こ
れ

ば
是
非
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
入
観
や
私
心
雑
念
（「
私
意
」）
を

持
っ
て
物
に
対
応
す
れ
ば
、
是
非
分
別
の
念
で
心
は
乱
れ
て
落
ち
着
か

な
く
な
り
、
物
事
の
本
質
を
認
識
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
私
意
」

を
克
服
し
て
は
じ
め
て
、
万
物
の
間
に
は
も
と
も
と
区
別
が
な
く
、
み

ん
な
自
然
の
大
道
（
造
物
・
造
化
）
に
帰
一
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
松
の
事
は
松
に
習
へ
、
竹
の
事
は
竹
に
習
へ
」、
物
事
を
よ
く
「
見

と
め
聞
き
と
め
」（『
三
冊
子
』
赤
雙
紙
）
な
ど
と
い
っ
た
芭
蕉
は
、
ま

さ
に
私
心
雑
念
を
除
い
て
対
象
物
に
投
入
し
、
そ
れ
で
自
然
界
の
事
事

物
物
の
本
質
を
見
通
し
て
、
心
と
自
然
と
の
融
合
を
図
れ
と
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
芭
蕉
に
お
け
る
「
私
意
」
の
内
実
は
、
希
逸
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
た
『
荘
子
』
の
精
神
と
、
一
致
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

因
み
に
、
芭
蕉
の
『
笈
の
小
文
』（
元
禄
四
年
〈
一
六
九
一
〉
頃
成

立
）
の
冒
頭
文
に
は
、

西
行
の
和
哥
に
お
け
る
、
宗
祇
の
連
哥
に
お
け
る
、
雪
舟
の
絵
に

お
け
る
、
利
休
が
茶
に
お
け
る
、
其
貫
道
す
る
物
は
一
な
り
。
し
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か
も
風
雅
に
お
け
る
も
の
、
造
化
に
し
た
が
ひ
て
四
時
を
友
と
す
。

見
る
処
花
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
お
も
ふ
所
月
に
あ
ら
ず
と

い
ふ
事
な
し
。
像
花
に
あ
ら
ざ
る
時
は
夷
狄
に
ひ
と
し
。
心
花
に

あ
ら
ざ
る
時
は
鳥
獣
に
類
す
。
夷
狄
を
出
、
鳥
獣
を
離
れ
て
、
造

化
に
し
た
が
ひ
、
造
化
に
か
へ
れ
と
な
り
。

と
あ
る
。
広
田
二
郎
氏
に
よ
る
と
、
傍
線
部
の
「
其
貫
道
す
る
物
は
一

な
り
」、「
造
化
に
し
た
が
ひ
、
造
化
に
か
へ
れ
と
な
り
」
は
、
上
記
林

注
の
傍
線
部
「
皆
通
じ
て
一
と
為
す
べ
し
。
言
ば
皆
之
を
造
物
に
帰
す

る
也
」
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
と
い
う（

（注

（
注

。
荘
子
お
よ
び
林
注
の
「
皆
通

じ
て
一
と
為
す
べ
し
」
の
思
想
が
、
芭
蕉
の
俳
諧
創
作
に
示
唆
を
与
え

た
こ
と
も
、
十
分
に
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、『
荘
子
』
に
は
「
私
意
」
と
い
う
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
私

意
」
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
「
機
心
」
の
概
念
は
あ
る
。
次
に
は
、「
機

心
」
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
蕉
風
の
「
誠
」
と
『
荘
子
』
の
関
係
を
論

じ
て
い
き
た
い
。

四
　
蕉
風
の
「
誠
」
と
『
荘
子
』
の
「
機
心
」

『
荘
子
』
天
地
篇
に
は
、「
機
心
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

機
械
有
る
者
は
、
必
ず
機き

事じ

有
り
。
機
事
有
る
者
は
、
必
ず
機き

心し
ん

有
り
。
機
心
胸き
よ
う

中ち
ゆ
う

に
存そ
ん

す
れ
ば
、
則
ち
純じ
ゆ
ん
ぱ
く白

備そ
な

は
ら
ず
。

孔
子
の
弟
子
で
あ
る
子
貢
は
、
漢
水
の
南
を
通
り
か
か
っ
た
と
き
、

一
人
の
老
人
が
、
苦
労
し
て
井
戸
の
水
を
汲
み
出
し
て
畑
に
注
ぐ
の
を

見
か
け
た
。
そ
こ
で
子
貢
は
、
機
械
を
使
え
ば
苦
労
せ
ず
、
一
日
に
畑

百
枚
も
水
が
か
け
ら
れ
ま
す
よ
と
言
っ
た
ら
、
老
人
の
答
え
は
引
用
文

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
機
械
が
あ
れ
ば
、
機
械
を
用
い
る
仕
事
が
必
ず

出
る
。
そ
こ
で
、
必
ず
あ
れ
こ
れ
と
得
失
を
計
算
し
、
巧
み
を
求
め
る

心
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
心
が
機
械
に
と
ら
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
精
神
は
純
粋
で
な
く
な
り
、「
道
」
の
境
地
に
至
れ
な
い
の
だ

と
い
う
。

「
功こ

う

利り

機き

巧か
う

は
、
必
ず
夫か

の
人
の
心
に
忘な

し
」（
天
地
篇
）
と
も
言
っ

て
い
る
よ
う
に
、「
機
心
」
は
、
直
訳
す
れ
ば
、
労
力
を
惜
し
ん
で
、
ひ

た
す
ら
機
械
に
頼
り
た
い
心
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
転
じ
て
い

え
ば
、
巧
み
を
求
め
る
、
功
利
・
得
失
の
雑
念
に
満
ち
た
心
を
指
す
。

『
荘
子
』
徐
無
鬼
篇
に
、

胸
中
の
誠ま

こ
とを
修を
さ

め
、
以
て
天
地
の
情
に
応
じ
て
、
攖み
だ

す
こ
と
勿な
か

れ
。

と
い
う
「
誠
」
に
関
す
る
一
文
が
あ
り
、
林
希
逸
は
次
の
よ
う
な
注
釈

を
加
え
た
。

巧
は
機
心

4

4

な
り
。
智
謀
は
機
巧
自
り
出
づ
。
戦
争
も
又
智
謀
自
り

出
づ
。（
中
略
）
吾
耳
目
の
私
を
以
て
快
す
と
、
是
勝
つ
が
若
く
な

れ
ど
も
、
吾
が
胸
次
の
物
の
為
め
に
擾み

だ

ら
る
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

是
形
と
神
戦
て
、
外
勝
と
雖
も
神
は
労
す
。（
中
略
）
但
吾
が
本
然
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の
誠
を
修
て
、
以
て
天
地
自
然
の
実
に
応
て
…
…
。

右
の
一
節
の
意
味
は
大
体
次
の
通
り
で
あ
る
。
巧
み
と
は
機
心
で
あ

る
。
知
恵
、
謀
略
は
巧
み
か
ら
生
じ
て
、
戦
争
も
ま
た
知
恵
、
謀
略
か

ら
生
じ
て
い
る
。
自
ら
の
欲
望
を
満
た
す
た
め
に
、
戦
争
を
行
い
、
他

人
の
土
地
を
奪
う
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
一
見
勝
っ
た
よ
う
に
見
え
る

が
、
胸
の
中
は
外
物
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら

な
い
。
内
に
あ
る
精
神
は
、
外
物
と
戦
い
続
け
て
、
既
に
疲
れ
切
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
行
う
べ
き
は
、
内
に
あ
る
本
然
の
「
誠
」

を
修
養
し
、
天
地
自
然
の
真
実
に
順
応
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

つ
ま
り
、「
機
心
」
が
あ
れ
ば
、
知
恵
、
謀
略
を
弄
ん
だ
り
、
戦
争
を

企
て
た
り
し
て
、
精
神
は
終
日
戦
う
よ
う
で
疲
れ
き
っ
て
し
ま
う
。「
機

心
」
を
除
い
て
は
じ
め
て
、「
誠
」
に
達
し
、
天
地
の
精
神
と
一
致
す
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
。

『
荘
子
』
斉
物
論
篇
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
「
機
心
」
の
状
態
を
生
き

生
き
と
描
い
て
い
る
。

大
知
は
閑か

ん

閑か
ん

、
小
知
は
間か
ん

間か
ん

た
り
。
大
言
は
炎
炎
、
小
言
は
詹せ
ん

詹せ
ん

た
り
。
其
の
寐い

ぬ
る
や
魂
た
ま
し
ひ

交か
う

す
る
も
、
其
の
覚さ

む
る
や
形か
た
ち

開ひ
ら

く
。
与と
も

に
接
し
て
構こ
う

を
為
し
、
日
々
に
心
を
以
て
闘た

た
かふ

。
縵ま
ん

な
る

者
、
窖か

う

な
る
者
、
密み
つ

な
る
者
あ
り
。
小せ
う

恐き
よ
う

は
惴ず
ゐ

惴ず
ゐ

、
大だ
い

恐き
よ
う

は
縵

縵
た
り
。
其
の
発は

つ

す
る
こ
と
機き

栝く
わ
つ

の
若
し
と
は
、
其
の
是
非
を
司

る
の
謂い

ひ

な
り
。

り
っ
ぱ
な
知
恵
は
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
く
だ
ら
な
い
小
賢
し
さ

は
、
器
が
小
さ
く
て
分
別
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
り
っ
ぱ
な
言

葉
は
猛
烈
に
燃
え
て
い
る
火
の
よ
う
だ
が
、
小
賢
し
い
議
論
は
く
ど
く

ど
し
て
内
容
が
な
い
。
論
争
、
分
別
に
陥
る
人
は
、
眠
る
時
さ
え
精
神

が
穏
や
か
に
な
れ
ず
、
目
覚
め
る
と
活
動
し
、
少
し
も
心
の
休
ま
る
暇

は
な
い
。
そ
し
て
、
外
物
に
接
し
た
ら
振
り
回
さ
れ
て
、
日
々
に
精
神

を
費
や
し
て
争
う
。
そ
の
論
争
の
し
か
た
は
、
或
い
は
急
が
ず
に
の
ん

び
り
し
た
り
、
或
い
は
陰
険
な
こ
と
を
考
え
た
り
す
る
。
或
い
は
細
か

に
思
い
め
ぐ
ら
す
。（
常
に
人
の
指
弾
を
恐
れ
て
）
恐
れ
の
小
さ
い
時
は

お
ど
お
ど
し
、
怯
え
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
ら
意
気
消
沈
す
る
。
彼
ら

が
是
非
を
論
じ
る
時
は
、（
そ
の
発
言
は
速
く
て
、
ず
ば
り
と
当
た
る
の

で
）
ま
る
で
弩

い
し
ゆ
み

で
発
射
さ
れ
た
矢
の
よ
う
だ
、
と
い
う
。

芭
蕉
の
『
笈
の
小
文
』
の
書
き
出
し
に
は
、

あ
る
時
は
倦
で
放
擲
せ
ん
事
を
お
も
ひ
、
あ
る
時
は
す
ゝ
む
で
人

に
か
た
む
事
を
ほ
こ
り
、
是
非
胸
中
に
た
ゝ
か
ふ
て
、
是
が
為
に

身
安
か
ら
ず
。

と
あ
る
。
時
に
は
俳
諧
の
仕
事
に
倦
ん
で
放
り
出
そ
う
と
思
い
、
時
に

は
ま
た
進
ん
で
人
に
勝
っ
て
誇
ら
ん
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
胸
の
な

か
で
あ
れ
こ
れ
と
思
い
め
ぐ
ら
し
、
心
身
は
な
か
な
か
落
ち
つ
か
な
い

と
い
う
。
石
橋
筑
紫
男
氏
は
、
こ
こ
の
「
胸
中
に
た
ゝ
か
ふ
」
と
い
う

表
現
は
、
上
記
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
「
大
小
知
」
の
一
節
に
由
来
す
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る
と
指
摘
し
て
い
る
。
氏
は
、「
与と
も

に
接
し
て
構こ
う

を
為
し
、
日
々
に
心
を

以
て
闘た

た
かふ
」
を
引
い
て
、「
こ
れ
ら
『
荘
子
』
の
諸
篇
を
参
照
す
る
と
、

芭
蕉
は
人
に
勝
つ
こ
と
や
是
非
に
つ
い
て
の
不
毛
の
論
争
に
心
を
悩
ま

す
こ
と
の
愚
を
悟
る
の
で
あ
る（

（注

（
注

」
と
述
べ
て
い
る
。「
大
小
知
」
と
い
う

一
節
の
ほ
か
に
、「
胸
中
に
た
ゝ
か
ふ
」
の
表
現
は
、『
荘
子
』
盗
跖
篇

の
「
則
ち
是
れ
言
行
の
情
、
胸
中
に
悖
戦
す
る
な
り（

（注

（
注

」
に
も
出
て
い
る
。

な
お
、「
大
小
知
」
の
一
節
に
対
し
て
、
林
希
逸
は
、

内
、
其
の
心
を
役
し
て
、
戦
闘
す
る
が
如
く
然
り
。
日
日
是か

く

の
如

し
。
故
に
曰
く
与
に
接
し
て
構
を
為
し
、
日
々
に
心
を
以
て
闘
ふ
、

と
。

と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
知
恵
を
働
か
せ
、
弁
舌
を
振
る
う
人
た

ち
は
、
た
え
ず
是
か
非
か
の
区
別
を
つ
け
、
他
人
と
争
っ
て
勝
と
う
と

す
る
。
そ
こ
で
心
の
中
は
常
に
細
か
く
計
算
し
た
り
、
深
く
思
慮
し
た

り
し
て
、
ま
る
で
戦
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
注
釈
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、「
機
心
」
を
持
っ
て
い
る
状
態
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
筆
者
が
強
調

し
た
い
の
は
、
芭
蕉
の
「
胸
中
に
た
ゝ
か
ふ
」
と
い
う
表
現
が
、「
私

意
」「
誠
」
と
も
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
三
冊
子
』「
わ
す
れ

み
づ
」
に
、

師
、
句
作
り
示
さ
れ
し
時
、「
腹
に
戦
ふ
も
の
、
い
ま
だ
あ
り
」
と

な
り
。
感
心
の
趣
な
り
。
是
、
師
の
思
ふ
筋
に
う
と
く
、
私
意

4

4

を

作
る
所
な
り
。
元
を
勤
め
ざ
れ
ば
成
る
と
い
ふ
事
な
く
、
た
だ
私4

意4

を
作
る
な
り
。
工
夫
し
て
私
意

4

4

を
破
る
道
あ
る
べ
し
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
芭
蕉
が
土
芳
に
句
作
り
の
姿
勢
を
示
す
と
き
、

「
君
は
、
句
を
作
る
時
、
心
の
中
に
、
い
ま
だ
に
ど
う
巧
み
に
表
現
し
よ

う
か
と
い
う
争
い
が
あ
る
」
と
言
っ
た（

（注

（
注

。
そ
の
言
葉
に
土
芳
は
感
心
を

覚
え
た
。
こ
れ
は
、
芭
蕉
の
考
え
か
ら
離
れ
て
い
て
、
私
意
に
よ
っ
て

句
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
対
象
を
直
視
し
て
そ
れ
を
十
分

に
理
解
し
な
い
と
、
句
は
自
然
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
わ

ざ
と
作
っ
た
主
観
の
甚
だ
し
い
句
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と

鍛
え
て
、
私
意
の
な
い
句
作
り
の
道
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
。

芭
蕉
の
い
う
「
腹
に
戦
ふ
も
の
、
い
ま
だ
あ
り
」
は
、
心
の
中
に
「
私

意
」
が
働
い
て
い
る
状
態
を
指
す
。「
私
意
」
を
用
い
れ
ば
、
あ
れ
こ
れ

思
案
し
て
巧
み
を
し
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、「
腹
に
戦
ふ
も

の
」
＝
「
私
意
」
を
除
い
て
は
じ
め
て
、
正
し
い
句
作
り
の
道
に
至
り
、

「
誠
」
の
情
を
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
芭
蕉
の
「
私

意
」
は
、『
荘
子
』
及
び
林
注
に
お
け
る
「
機
心
」
の
概
念
を
取
り
入
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
芭
蕉
の
「
誠
を
勤
め
る
」
と
い
う
考
え
も
、『
荘
子
』
の
そ
れ

と
共
通
性
を
見
せ
て
い
る
。
前
掲
『
荘
子
』
徐
無
鬼
篇
に
は
、「
胸
中
の

誠ま
こ
と

を
修を
さ

め
、
以
て
天
地
の
情
に
応
じ
て
、
攖み
だ

す
こ
と
勿な
か

れ
」
と
あ
る

が
、
つ
ま
り
、
人
間
が
心
の
中
の
「
誠
」
を
修
め
て
、
天
地
自
然
の
実
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情
に
順
応
し
、
そ
れ
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

芭
蕉
に
お
い
て
も
、「
誠
を
勤
め
」
る
、「
誠
を
責
め
」
る
と
い
う
考

え
が
し
ば
し
ば
目
に
入
る
。
た
と
え
ば
、『
三
冊
子
』
に
、

「
高
く
心
を
悟
り
て
、
俗
に
帰
る
べ
し
」
と
の
教
な
り
。「
つ
ね
に

風
雅
の
誠
を
責
め
悟
り
て
、
今
な
す
所
、
俳
諧
に
か
へ
る
べ
し
」

と
い
へ
る
な
り
。（
赤
雙
紙
）

と
あ
る
。
芭
蕉
は
、「
風
雅
の
精
神
を
高
く
保
ち
な
が
ら
、
日
常
の
俗
な

対
象
素
材
に
帰
っ
て
く
る
べ
き
だ
」
と
教
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
常
に

風
雅
の
誠
を
せ
め
、
そ
の
精
神
を
深
く
感
じ
取
っ
て
俳
諧
に
適
用
す
べ

き
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

心
の
色
う
る
は
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
外
に
言
葉
を
工
む
。
是
す
な
は

ち
常
に
誠
を
勤
め
ざ
る
心
の
俗
な
り
。（
赤
雙
紙
）

と
あ
る
。
心
は
洗
練
さ
れ
た
麗
し
い
状
態
で
な
け
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
言

葉
と
い
う
表
の
工
夫
を
重
視
し
て
、
内
側
に
あ
る
物
事
の
真
実
を
見
逃

す
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
い
つ
も
誠
を
修
め
、
把
握
し
な
い
こ
と
に
よ

り
、
心
が
俗
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
い
う
。

土
芳
は
、
芭
蕉
の
い
う
「
誠
の
俳
諧
」
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
俳
諧

な
の
か
と
聞
か
れ
た
と
き
、「
思
ふ
に
余
念
な
き
俳
諧
の
事
な
る
べ
し（

（注

（
注

」

と
答
え
た
。「
誠
を
勤
め
る
」、「
誠
を
責
め
」
る
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、

「
誠
」
は
、
た
え
ず
勤
め
て
追
求
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
内
な
る
情
と
外
な
る
物
の
一
体
化
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
誠
」
を
修
め
て
、
人
間
と
自
然
の
一
体
化
を
追
求
す
る
『
荘
子
』
の
精

神
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

上
記
の
考
察
で
分
か
る
よ
う
に
、
芭
蕉
に
お
け
る
「
私
意
」
の
内
実

は
、『
荘
子
』
及
び
林
注
の
「
機
心
」
の
考
え
が
介
在
し
て
い
る
。『
荘

子
』
は
、
巧
み
を
求
め
る
「
機
心
」
を
排
除
し
て
、
己
の
「
誠
」
を
修

め
「
物
我
一
如
」
の
境
地
に
達
す
る
よ
う
に
唱
え
る
が
、
図
式
化
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
芭
蕉
）　　
　

 「
腹
に
戦
ふ
も
の
」
＝
「
私
意
」
→
「
誠
」

（
荘
子
）「
日
々
に
心
を
以
て
闘
ふ
」
＝
「
機
心
」
→
「
誠
」

右
の
図
式
の
よ
う
に
、
芭
蕉
の
思
惟
方
式
は
、
よ
く
考
え
れ
ば
、
荘

子
の
考
え
方
と
一
致
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（

（注

（
注

。

堀
信
夫
氏
は
、「
一
切
の
相
対
的
知
見
を
排
し
、
至
大
至
誠
の
真
実
在

に
迫
ろ
う
と
す
る
『
荘
子
』
の
思
想
」
は
、
芭
蕉
に
「
ま
こ
と
」
を
考

え
さ
せ
る
背
景
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
が（

（注

（
注

、
上
記
の
よ
う
に
筆
者
は
、

「
至
大
至
誠
の
真
実
在
」
を
求
め
る
『
荘
子
』
及
び
林
注
が
、
ど
の
よ
う

に
芭
蕉
の
「
誠
」
に
影
響
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
分
析

を
試
み
た
。
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五
　「
誠
」
と
思
想
融
合
の
背
景

最
後
に
、
芭
蕉
の
「
誠
」
の
理
念
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
儒
学

と
老
荘
思
想
の
融
合
に
つ
い
て
一
言
述
べ
た
い
。「
誠
」
と
儒
学
の
影
響

関
係
を
力
説
す
る
先
行
研
究
、
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
赤
羽

学
氏
は
『
中
庸
』
を
「
誠
」
の
理
念
の
原
点
と
し
て
考
え
て
い
る（

（注

（
注

。
ま

た
、
前
掲
上
野
洋
三
、
堀
切
実
の
諸
氏
は
、「
誠
」
と
宋
学
、
こ
と
に

『
太
極
図
説
』
の
関
連
性
を
論
じ
た
。
だ
が
、
前
述
の
考
察
で
示
し
た
よ

う
に
、「
誠
」
に
は
『
荘
子
』
の
「
機
心
」「
斉
物
」
な
ど
の
思
想
も
介

在
し
、
ま
た
、
三
教
一
致
の
立
場
で
あ
る
林
注
の
影
響
も
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
つ
は
、

儒
学
と
老
荘
は
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
お
互
い
に
刺
激
・
吸
収
し
合
っ

て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
儒
・
道

融
合
の
趨
勢
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

前
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
た
と
え
ば
、『
中
庸
』
と
『
荘
子
』
に
お
け

る
「
誠
」
の
理
念
は
、
起
源
や
内
容
の
面
で
類
似
性
を
持
っ
て
い
て
、

『
中
庸
』
が
『
荘
子
』
の
思
想
を
取
り
入
れ
た
、
と
の
指
摘
も
古
く
か
ら

存
在
す
る
。
十
八
世
紀
、
荻
生
徂
徠
は
『
弁
名
』
に
お
い
て
、
子
思
は
、

儒
家
が
虚
偽
だ
と
い
う
道
家
の
批
判
に
反
発
し
て
、『
中
庸
』
で
「
誠
」

の
理
念
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（注

（
注

。
中
国
で
は
、
銭

穆
氏
、
杜
維
明
氏
を
は
じ
め
と
す
る
学
者
た
ち
が
、『
中
庸
』
に
お
け
る

道
家
思
想
の
影
響
を
主
張
し
て
い
る（

（注

（
注

。

ま
た
、
上
野
洋
三
氏
ら
は
、
宋
学
の
『
太
極
図
説
』
と
芭
蕉
の
「
誠
」

の
関
連
性
を
指
摘
し
た
が
、
実
際
宋
学
に
お
け
る
「
誠
」
も
、
老
荘
思

想
を
積
極
的
に
汲
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。『
宋
元
学
案
』
に
、

老
、
荘
以
虚
無
為
宗
、
無
事
為
用
。
方
士
以
逆
成
丹
、
多
所
造
作
、

去
致
虚
静
篤
遠
矣
。
周
子
更
為
『
太
極
図
說
』、
窮
其
本
而
反
于

老
、
荘
、
可
謂
拾
瓦
礫
而
得
精
蘊
（
中
略
）
周
子
之
「
無
極
而
太

極
」、
則
空
中
之
造
化
、
而
欲
合
老
、
荘
于
儒
也（

（注

（
注

。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
老
荘
思
想
は
「
虚
無
」
を
旨
と
し
、「
無
為
」「
虚

静
」
を
唱
え
て
い
る
。
周
敦
頤
の
『
太
極
図
說
』
は
こ
う
い
っ
た
老
荘

思
想
の
神
髄
を
吸
収
し
、
特
に
「
無
極
に
し
て
太
極
あ
り
」
と
い
う
宇

宙
論
の
な
か
に
、
老
荘
思
想
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
。

次
に
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
野
々
村
勝
英
氏
の
指
摘
し
た
と
お
り
、

「
純
粋
の
老
荘
思
想
は
芭
蕉
の
こ
ろ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
」、「
当
時
の

す
べ
て
の
知
識
人
は
老
荘
思
想
に
近
づ
い
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
」
が
、

「
そ
の
思
想
は
、
仁
斎
徂
徠
の
よ
う
な
少
数
の
磧
学
を
除
い
て
、
い
ず
れ

も
当
代
の
正
教
宋
学
の
思
想
が
混
在
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（注

（
注

」
と
い
う
。

例
を
挙
げ
れ
ば
、
中
江
藤
樹
は
「
儒
者
は
理
を
窮
性
を
尽
し
、
命
に
至

を
心
法
と
す
れ
ば
、
無
欲
清
浄
無
為
自
然
無
碍
の
こ
と
は
云
に
お
よ
ば

ず
」（『
翁
問
答
』
巻
四
、
寛
永
十
八
年
〈
一
六
四
一
〉（

（注

（
注

）
と
論
じ
、
儒
学
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の
「
理
」
を
荘
子
の
「
無
為
」
思
想
と
結
び
合
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

近
世
前
期
に
成
立
し
た
『
老
子
講
義
鈔（

（注

（
注

』（
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉）

で
は
、
著
者
山
本
廣
貞
（
儒
学
者
）
は
、
儒
学
を
借
り
て
『
老
子
』
を

解
釈
し
、
老
荘
に
は
儒
者
の
弊
を
救
う
も
の
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
儒
・
道
両
家
の
「
誠
」
の
関
連
と
、
江
戸
時
代
の
思
想

的
背
景
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
直
す
と
、
蕉
風
の
「
誠
」
は
、
儒
家
や

道
家
の
思
想
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
道
家
の
比
重
は
け
っ

し
て
低
く
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
芭
蕉
の
「
誠
」
に
み
る
、「
私

意
」
を
排
し
て
「
物
我
一
如
」
に
達
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
、
そ
の
背

後
に
宋
学
の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
林
注
の
よ
う
な
儒
・
道
混
合
の

思
想
を
受
け
て
、
宋
学
の
言
葉
で
裏
付
け
ら
れ
る
荘
子
の
世
界
が
潜
ん

で
い
る
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
芭
蕉
は
、
道

徳
的
な
色
彩
の
濃
い
儒
家
の
「
誠
」
よ
り
、
感
性
的
、
審
美
的
な
色
合

い
を
帯
び
て
い
る
荘
子
の
言
説
に
、
も
っ
と
親
近
感
を
覚
え
た
の
か
も

し
れ
な
い（

（注

（
注

。お
わ
り
に

拙
稿
は
先
学
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
蕉
風
精
神
の
中
核
と
言
わ
れ

る
「
誠
」
に
着
目
し
、
芭
蕉
と
老
荘
思
想
、
及
び
そ
の
注
釈
書
で
あ
る

林
希
逸
の
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
て
み
た
。
最
後

に
本
稿
の
要
旨
を
ま
と
め
て
お
く
。

「
誠
」
の
理
念
は
、
宋
学
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
老

荘
思
想
と
の
関
連
も
深
い
。
芭
蕉
は
、「
誠
」
に
至
る
た
め
に
は
、「
私

意
」
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
と
い
う
。
こ
の
「
私
意
」

と
い
う
言
葉
の
典
拠
と
し
て
、
小
西
甚
一
氏
は
、
毛
利
貞
斎
の
『
俚
諺

鈔
』
及
び
そ
れ
に
類
す
る
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
国
字
解
を
挙
げ
て
い

る
が
、
林
注
そ
の
も
の
と
の
関
係
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。「
私
意
を
決
去

し
て
偏
に
主
と
す
る
所
な
し
」（
天
下
篇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
林
希
逸
は

「
私
意
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
『
荘
子
』
の
虚
心
・
無
為
、
自
然
随
順

の
思
想
を
解
釈
し
て
い
る（

（注

（
注

。
ま
た
、
芭
蕉
に
み
る
、「
私
意
」
に
よ
っ
て

「
物
と
我
二
つ
に
な
り
」（
赤
雙
紙
）
と
い
う
考
え
方
は
、
林
注
の
、「
一

念
」
が
起
こ
っ
て
物
と
我
の
間
に
隔
て
が
生
じ
る
、
と
い
う
説
と
一
致

し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
区
別
・
境
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
荘
子
の
斉

物
思
想
が
介
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
私
意
」
を
持
て

ば
、
是
非
が
腹
の
中
で
戦
っ
て
し
ま
い
、「
誠
」
の
俳
諧
に
到
達
で
き
な

い
と
い
う
芭
蕉
の
見
解
は
、「
機
心
」
が
あ
れ
ば
、
心
の
な
か
は
是
非
・

得
失
を
計
算
し
て
終
日
戦
う
よ
う
に
な
り
、「
誠
」
の
境
地
に
至
れ
な
い

と
い
う
、『
荘
子
』
及
び
林
注
の
考
え
と
合
致
す
る
。
最
後
に
、
蕉
風
の

「
誠
」
が
誕
生
し
た
背
景
と
し
て
、
日
本
の
江
戸
時
代
と
中
国
に
お
け
る

儒
・
道
融
合
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
。

総
じ
て
い
う
と
、
松
尾
芭
蕉
に
お
け
る
「
誠
」
の
理
念
は
、
老
荘
思
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想
及
び
林
注
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
儒
家
、
道
家
思
想
の
浸
潤
に
よ

る
結
実
で
あ
る
と
い
え
る
。
儒
家
と
道
家
に
お
い
て
は
、
私
意
・
雑
念

を
な
く
す
の
は
、
円
満
な
る
本
性
を
追
求
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
芭
蕉

は
、
こ
う
い
っ
た
心
性
、
修
養
を
論
じ
る
部
分
を
、
俳
諧
の
創
作
に
う

ま
く
適
用
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
老
荘
思
想
及
び
林
注
を
介
し
て
考
え

る
こ
と
で
、「
誠
」
の
理
念
を
通
し
て
、
万
物
の
真
実
、
文
芸
の
本
質
を

真
剣
に
追
究
す
る
芭
蕉
の
姿
勢
が
、
よ
り
明
瞭
に
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

注

注
1	

芭
蕉
は
『
笈
の
小
文
』、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
な
ど
の
作
品
に
お
い
て
、
し

ば
し
ば
『
荘
子
』
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
芭
蕉
と
『
荘
子
』
に
関
す

る
先
行
研
究
は
、
広
田
二
郎
「
芭
蕉
の
造
化
随
順
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
言

語
と
文
芸
』
明
治
書
院
刊
、
一
九
六
〇
年
一
月
）、
金
谷
治
「
芭
蕉
に
お

け
る
荘
子
―
江
戸
期
の
老
荘
受
容
と
対
比
し
て
―
」（『
日
本
思
想
史

学
』
第
三
十
号
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
、
多
数
あ
る
。

注
2	

広
田
二
郎
「
芭
蕉
の
読
書
経
歴
―
和
書
と
漢
籍
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
』
一
九
七
五
年
三
月
号
）。

注
3	

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

八
八 

連
歌
論
集 

能
楽
論
集 

俳
論
集
』（
小
学

館
、
二
〇
〇
一
年
）
五
四
九
頁
。

注
4	

赤
羽
学
『
芭
蕉
俳
諧
の
精
神
』（
清
水
弘
文
堂
書
房
、
一
九
七
○
年
）
第

一
章
、
一
二
二
頁
。

注
5	

上
野
洋
三
『
芭
蕉
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
）
第
三
章
。

注
6	

堀
切
実
『
芭
蕉
と
俳
諧
史
の
展
開
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
○
四
年
）
一

八
〇
頁
。

注
7	

堀
信
夫
「
笈
の
小
文
」（
浅
野
晃
・
雲
英
末
雄
編
『
元
禄
文
学
の
開
花
Ⅱ

―
芭
蕉
と
元
禄
の
俳
諧
』
所
収
、
勉
誠
社
、
一
九
九
二
年
）、
一
一
二

頁
。

注
8	

野
々
村
勝
英
「
芭
蕉
と
荘
子
と
宋
学
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
十
五
、
一
九

五
七
年
）。

注
9	

小
西
甚
一
「
芭
蕉
と
寓
言
説
（
二
）」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
第
十
八
巻
、

第
三
号
、
一
九
六
○
年
）
一
六
二
頁
。

注
10	

白
石
悌
三
「
風
雅
の
ま
こ
と
」（
相
良
亨
・
尾
藤
正
英
・
秋
山
虔
編
『
講

座
日
本
思
想
（
第
五
巻
）・
美
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四

年
）
九
三
頁
。

注
11	

前
掲
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

八
八
』
五
七
八
頁
。

注
12	

『
三
冊
子
』
の
現
代
語
訳
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

八
八
』（
小
学

館
、
二
〇
〇
一
年
）
と
、『
三
冊
子
総
釈
』（
南
信
一
、
風
間
書
房
、
一
九

六
四
年
）
を
参
考
に
し
つ
つ
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

注
13	

注
3
前
掲
書
、
五
八
二
頁
。

注
14	

注
3
前
掲
書
、
六
三
五
頁
。

注
15	

注
9
に
同
じ
、
一
六
二
頁
。

注
16	

小
西
甚
一
氏
は
「『
荘
子
口
義
大
成
俚
諺
鈔
』（
中
略
）
刊
記
「
元
禄
十
六

年
癸
未
歳
五
月
吉
日 

書
林 

舛
屋
甚
兵
衛 

銭
屋
庄
兵
衛
」。
版
行
年
次
は

芭
蕉
の
歿
後
だ
が
、
そ
の
内
容
は
十
七
世
紀
に
お
け
る
在
野
学
者
の
講
述

ぶ
り
を
示
す
も
の
と
し
て
参
考
に
価
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
注
9
の

小
西
論
文
参
照
）。

注
17	
『
荘
子
鈔
』（
正
保
二
年
〈
一
六
四
五
〉
刊
）。
作
者
未
詳
、
清
原
宣
賢
か
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。

注
18	
人
見
卜
幽
軒
『
荘
子
口
義
桟
航
』（
寛
文
三
年
〈
一
六
六
三
〉
序
、
延
宝

九
年
〈
一
六
八
一
〉
刊
）。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。

注
19	

『
荘
子
鈔
』
巻
十
に
「（
決
と
は
）
私
意
を
決
去
し
て
主
人
と
せ
ず
」
と
あ
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る
が
、
林
注
の
「
私
意
を
決
去
し
て
偏
に
主
と
す
る
所
な
し
」
を
踏
襲
し

た
も
の
で
あ
る
。『
荘
子
口
義
桟
航
』
に
「
私
意
」
と
い
う
言
葉
は
見
ら

れ
な
い
。

注
20	

先
行
研
究
と
し
て
は
、
野
々
村
勝
英
（
注
8
に
同
じ
）、
井
上
敏
幸
（「
芭

蕉
俳
文
に
お
け
る
「
鼓
舞
」
に
つ
い
て
」『
語
文
研
究
』
二
六
号
、
一
九

六
八
年
）、
広
田
二
郎
（『
芭
蕉
の
芸
術 

そ
の
展
開
と
背
景
』
有
精
堂
、
一

九
六
八
年
、
第
二
章
）、
塚
越
義
幸
（「『
荘
子
』
と
芭
蕉
俳
諧
―
「
寓
言

説
」
を
め
ぐ
っ
て
の
一
考
察
―
」『
国
学
院
雑
誌
』
第
九
七
巻
十
一
号
、

一
九
九
六
年
）
の
諸
氏
は
、
芭
蕉
の
作
品
に
み
る
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
の

影
響
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
芭
蕉
は
「
士
峰
の
賛
」（
天
和
三
年

〈
一
六
八
三
〉）
に
お
い
て
、「
芭
蕉
洞
桃
青
皷
舞
書
」
と
書
き
、
そ
こ
に

林
注
に
お
け
る
「
鼓
舞
」
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
）
～
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
ま
で
の
、『
荘
子
』
関
係
書

物
の
出
版
状
況
（
王
廸
『
日
本
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
受
容
』
国
書
刊
行

会
、
二
〇
〇
一
年
、
表
十
七
）
を
み
れ
ば
、
林
注
を
底
本
と
し
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
芭
蕉
が
林
注
を
読
ん
だ
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。

注
21	

荒
木
見
悟
「
林
希
逸
の
立
場
」（『
中
国
哲
学
論
集
』（
7
）、
一
九
八
一

年
）。

注
22	

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）、
風
月
宗
知
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
荘
子
鬳

斎
口
義
』
巻
十
の
「
荘
子
後
序
」
に
お
い
て
、「
戊
午
、
溪
上
に
竹
溪
（
林

希
逸
の
号
）
を
訪
、（
中
略
）
憂
患
廃
退
せ
し
よ
り
、
遂
に
此
を
以
て
憂

を
ゆ
る
へ
て
老
を
娯
し
ま
し
む
。
今
書
幸
に
成
す
」
と
あ
る
。「
戊
午
」
は

南
宋
宝
祐
六
年
、
即
ち
一
二
五
八
年
で
あ
る
。

注
23	

王
廸
『
日
本
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
受
容
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一

年
）
一
九
三
頁
。

注
24	

た
と
え
ば
、
中
野
三
敏
氏
は
『
戯
作
研
究
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一

年
、
八
四
頁
）
に
お
い
て
、
林
注
が
岡
西
惟
中
や
芭
蕉
一
派
の
俳
人
た
ち

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
川
平
敏
文
氏
は
「
俳
諧

寓
言
説
の
再
検
討 

―
特
に
林
註
荘
子
の
意
義
」（
岩
波
書
店
、『
文
学
』、

二
〇
〇
七
年
五
月
）
に
お
い
て
、
近
世
前
期
の
俳
壇
に
目
を
向
け
、
俳
諧

寓
言
説
と
老
荘
思
想
の
関
係
を
詳
し
く
分
析
し
、
林
注
の
重
要
性
を
強
調

し
た
。

注
25	

林
注
の
引
用
は
、『
荘
子
鬳
斎
口
義
』（
寛
永
六
年
〈
一
六
二
九
〉
和
刻
本
）

に
よ
っ
て
い
る
。
以
下
同
じ
。

注
26	

本
稿
に
お
け
る
林
注
の
現
代
語
訳
は
筆
者
が
行
っ
た
。『
荘
子
』
の
現
代

語
訳
は
、『
新
釈
漢
文
大
系
』、『
莊
子
集
釋
』
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
遠

藤
哲
夫
・
市
川
安
司
『
新
釈
漢
文
大
系 

七
・
八 

荘
子
』（
明
治
書
院
、
一

九
六
七
年
）、
郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』（
光
緒
二
十
年
〈
一
八
九
四
〉
序
刊
、

中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
）。

注
27	

田
中
善
信
『
全
釈
芭
蕉
書
簡
集
』（
新
典
社
、
二
○
○
五
年
）
三
七
二
頁
。

注
28	

「
心
斎
」
と
は
心
を
虚か

ら

に
し
て
、
物
事
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
状
態
を

指
す
。「
坐
忘
」
と
は
肉
体
、
感
覚
、
知
的
活
動
を
悉
く
捨
て
て
、
大
道

と
一
体
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
物
化
」
と
は
、
人
間
や
動
物
、
さ

ら
に
生
と
死
、
現
実
と
夢
な
ど
、
物
の
間
に
区
別
が
な
く
な
り
、
一
つ
の

物
、
或
い
は
状
態
が
ほ
か
の
物
や
状
態
に
自
在
に
変
化
す
る
こ
と
を
指
す
。

	

　

以
上
の
「
心
斎
」、「
坐
忘
」、「
物
化
」
は
い
ず
れ
も
外
物
と
主
体
と
の

対
立
を
解
消
し
て
、
両
者
の
融
合
を
求
め
る
考
え
方
で
あ
る
。

注
29	

広
田
二
郎
「
芭
蕉
の
造
化
随
順
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
言
語
と
文
芸
』
明

治
書
院
刊
、
一
九
六
〇
年
一
月
）
四
八
頁
。

注
30	
石
橋
筑
紫
男
『
ノ
ー
ト　

芭
蕉
の
中
の
「
荘
子
」』（
石
橋
筑
紫
男
発
行
、

一
九
八
八
年
）
二
一
三
頁
。

注
31	

（
儒
者
の
）
言
論
と
実
行
と
の
実
際
は
（
矛
盾
し
）、
胸
の
中
で
争
い
合
っ

て
い
る
と
い
う
意
。
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注
32	
「
腹
に
戦
ふ
」
に
つ
い
て
、
南
信
一
氏
は
、
腹
の
中
に
ま
だ
想
が
ま
と
ま

ら
ず
、
物
と
我
と
が
対
立
し
、
誠
の
情
を
把
握
す
る
事
の
で
き
ぬ
状
態
で

あ
る
、
と
の
説
明
を
施
し
た
。（
注
12
『
三
冊
子
総
釈
』、
三
七
〇
頁
参

照
）。

注
33	

『
三
冊
子
』「
わ
す
れ
み
づ
」
の
「
誠
の
俳
諧
と
は
」
と
い
う
一
文
に
よ
る
。

注
34	

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、『
荘
子
』
の
「
誠
」、「
真
」
と
芭
蕉
の
「
誠
」

は
、
完
全
に
一
致
す
る
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
両
者
は
真
実
、
真
情
と
、

物
我
一
如
へ
の
追
求
と
い
う
側
面
に
お
い
て
合
致
す
る
が
、
蕉
風
の
「
誠
」

に
「
不
易
」、「
流
行
」、
ま
た
、
古
人
へ
の
追
慕
な
ど
の
意
味
も
含
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

注
35	

注
7
堀
信
夫
氏
の
論
文
、
一
一
二
頁
参
照
。

注
36	

注
4
赤
羽
学
氏
の
論
文
と
同
じ
。

注
37	

荻
生
徂
徠
「
弁
名
」（『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三

年
）
二
二
六
頁
。

注
38	

銭
穆
氏
は
「
中
庸
新
義
」（『
民
主
評
論
』
第
六
巻
（
16
）、
一
九
五
五
年

八
月
）
に
お
い
て
、『
中
庸
』
は
『
荘
子
』
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る

と
強
く
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
杜
維
明
氏
は
「
在
『
中
庸
』

與
荘
子
的
哲
學
之
間
、
確
實
存
在
著
一
些
發
生
共
鳴
的
內
容
」（『
中
庸
』

と
荘
子
の
哲
学
の
間
、
確
か
に
似
た
よ
う
な
内
容
が
存
在
し
て
い
る
）
と

指
摘
し
た
（
杜
維
明
「
論
儒
学
的
宗
教
性
」
郭
斉
勇
、
鄭
文
龍
篇
『
杜
維

明
文
集
』
第
三
巻
、
武
漢
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
三
九
三
頁
。

注
39	

（
清
）
黃
宗
羲
、
全
祖
望
『
宋
元
学
案
・
濂
溪
学
案
（
下
）』（
台
湾
師
大

図
書
館
「
寒
泉
」
古
典
文
献
全
文
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
）。

注
40	

注
8
に
同
じ
、
三
九
頁
。

注
41	

中
江
藤
樹
「
翁
問
答
」（『
続
々
群
書
類
従
』、
慶
安
三
年
〈
一
六
五
〇
〉、

第
十
・
教
育
部
）（
国
書
刊
行
会
編
、
一
九
六
九
年
）
一
七
三
頁
。

注
42	

山
本
廣
貞
述
『
老
子
講
義
鈔
』（
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
序
、
天
明
七

年
〈
一
七
八
七
〉
写
）。

注
43	

『
荘
子
』
で
は
、「
誠
」
を
修
め
る
目
的
は
、
心
が
純
朴
、
真
実
に
帰
り
、

無
為
に
な
っ
て
自
然
の
精
神
と
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
美
的
な

色
合
い
が
濃
い
。
対
し
て
、
儒
家
は
倫
理
、
道
徳
上
の
「
誠
」
を
強
調
し
、

誠
実
、
至
善
に
達
す
る
の
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
、『
中
庸
』
の
「
天

人
合
一
」
に
真
、
善
、
美
が
説
か
れ
る
の
は
、
美
意
識
と
は
関
係
な
く
、

封
建
制
度
を
守
る
た
め
で
あ
る
。
張
豈
之
編
『
中
国
儒
学
思
想
史
』（
陝

西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
○
年
、
第
四
章
、
一
四
七
・
一
七
五
頁
）、
楠

本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
六

二
年
、
第
一
編
・
第
三
章
、
五
八
頁
）。

注
44	

「
去
私
意
而
無
所
偏
主
」
は
『
荘
子
』
天
下
篇
の
「
決
然
と
し
て
主
無
」
い

と
い
う
一
文
へ
の
注
釈
で
あ
る
。『
荘
子
』
の
原
文
は
「
決
然
と
し
て
主

無
く
、
物
に
趣
き
て
両ふ
た

つ
に
せ
ず
、
慮
に
顧
み
ず
、
知
に
謀は
か

ら
ず
、
物
に

於
て
択え
ら

ぶ
こ
と
無
く
、
之
と
俱
に
往
く
」
で
あ
り
、
思
慮
、
智
謀
に
反
対

し
、
進
ん
で
物
を
選
択
せ
ず
、
自
然
万
物
に
順
応
す
べ
き
だ
と
い
う
。

※�

本
稿
の
引
用
文
に
あ
る
傍
点
、
傍
線
は
す
べ
て
筆
者
が
附
し
た
。
引
用
文
中
の

旧
字
体
は
す
べ
て
新
字
体
に
改
め
た
。

（
ち
ん　

し
ょ
う
び
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


